
計
画
の
策
定

議
案
第
４
号

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
策
定

　

大
隅
町
恒
吉
辺
地
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
総
合
整
備
計
画
に
よ
り

５
カ
年
計
画
で
市
道
の
整
備
を
進

め
、
令
和
２
年
度
末
で
終
了
と
な
っ

て
い
た
が
、
地
域
内
に
は
継
続
し

て
整
備
す
べ
き
区
間
を
有
す
る
こ

と
か
ら
、
鹿
児
島
県
と
の
協
議
を

終
え
、
今
回
、
新
た
に
令
和
３
年

度
か
ら
５
カ
年
間
の
総
合
整
備
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

問

道
路
幅
員
の
違
い
は
。

答　

幅
員
を
大
き

く
と
れ
な
い
地
形
・

地
質
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

第
1
回　
定
例
会

会
期
令
和
3
年
2
月
22
日
か
ら

3
月
25
日
（
32
日
間
）全

会
一
致　
可
決

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

議
案
第
５
号

曽
於
市
議
会
議
員
及
び
曽
於
市
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

令
和
３
年
度
執
行
予
定
の
市
議

会
議
員
選
挙
及
び
市
長
選
挙
に
お

い
て
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
掲
示

す
る
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
費
用
を
限

度
額
ま
で
候
補
者
に
代
わ
っ
て
公

費
で
支
払
う
こ
と
を
定
め
る
も
の

で
す
。

問

ポ
ス
タ
ー
作
成
の
内
容
は
。

答

市
費
に
よ
り
支
払
う
こ
と
が

で
き
る
枚
数
は
候
補
者
１
人
に
つ

き
、
現
時
点
で
の
市
内
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
の
設
置
数
で
あ
る
２
１
１

枚
以
内
、
１
枚
当
た
り
の
上
限
単

価
は
９
４
３
円
で
あ
る
。

問

近
隣
自
治
体
で
選
挙
運
動
用

車
両
や
ビ
ラ
な
ど
を
公
費
で
負
担

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
。

答

南
大
隅
町
・
大
崎
町
・
都
城

市
が
公
費
で
負
担
し
て
い
る
。

路
に
接
続
し
て
い
る
個
人
用
の
取

付
け
道
路
で
あ
る
。

問

ど
の
よ
う
な
災
害
が
適
用
か
。

答

最
大
24
時
間
雨
量
が
80
㎜
、

ま
た
は
、
１
時
間
雨
量
が
20
㎜
を

超
え
た
と
き
に
発
生
し
た
災
害
と

そ
の
他
市
長
が
特
に
認
め
る
災
害

で
あ
る
。

問

ど
の
よ
う
な
場
合
、
補
助
の

対
象
か
。

答

原
型
復
旧
を
基
本
と
し
た
10

万
円
以
上
の
災
害
復
旧
事
業
で
、

土
砂
の
流
入
に
排
土
、
土
砂
流
出

に
よ
る
客
土
、
流
木
倒
木
な
ど
の

撤
去
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
、
工
作
物

の
撤
去
及
び
修
復
等
が
対
象
で
あ

る
。

問

補
助
金
の
内
容
は
。

答

経
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
と
し
、
上
限
額
は
１
０
０
万

円
で
あ
る
。

意
見

今
後
、
色
々
な
方
が
立
候

補
で
き
る
よ
う
に
、
車
両
や
ビ
ラ

も
公
費
で
負
担
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

議
案
第
６
号

曽
於
市
被
災
者
生
活
再
建
支
援
資

金
貸
付
基
金
条
例
の
制
定

議
案
第
７
号

曽
於
市
災
害
対
策
援
護
資
金
貸
付

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
８
号

曽
於
市
宅
地
関
連
等
災
害
復
旧
事

業
基
金
条
例
の
制
定

以
上
３
議
案
は
、
集
中
豪
雨
等

に
よ
る
災
害
に
お
い
て
、
宅
地
関

連
等
の
被
害
を
早
期
に
復
旧
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
基
金
を
設
置

し
、
復
旧
に
係
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
し

た
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
定
し
た
生

活
を
守
る
た
め
に
条
例
を
改
正
・

制
定
す
る
も
の
で
す
。

問

宅
地
関
連
等
と
は
。

答　

住
家
・
畜
舎
・
店
舗
及
び
そ

れ
ら
に
付
随
す
る
敷
地
・
主
要
道

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

路線名 改良舗装計画 事業費

市道神牟礼・
沖上線 延長400ｍ 6,100 万円

市道須田木線 延長640ｍ 8,233 万円

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



議
案
第
９
号

曽
於
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

現
に
在
職
す
る
市
長
と
し
て
の
任

期
が
満
了
と
な
る
本
年
７
月
に
お
け

る
給
与
月
額
を
０
円
と
し
、
退
職
手

当
を
不
支
給
に
す
る
も
の
で
す
。

問

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

審
議
会
に
お
い
て
は
、
給
料

月
額
を
０
円
に
改
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
そ

の
適
否
を
明
確
に
判
断
す
る
に
は

至
ら
ず
、
審
議
会
と
し
て
の
意
見

を
統
一
で
き
な
か
っ
た
と
の
答
申

で
あ
っ
た
。

議
案
第
10
号

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

議
案
第
13
号

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

以
上
２
議
案
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
連
す
る

規
定
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
多
数　
可
決

問

改
正
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
や
変
異
株
の
ウ
イ
ル
ス
な

ど
も
対
象
と
な
る
の
か
。

答

対
象
に
つ
い
て
変
わ
り
は
な

い
。

議
案
第
12
号

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
給
付
支
払

準
備
基
金
設
置
条
例
の
一
部
改
正

こ
れ
ま
で
主
に
保
険
給
付
に
要

す
る
費
用
の
円
滑
な
支
払
を
設
置
目

的
と
し
て
き
た
基
金
を
国
民
健
康
保

険
事
業
全
般
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
の
基
金
と
す
る
た
め
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
14
号

曽
於
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
の
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

期
間
の
第
１
号
被
険
者
の
保
険
料
の

額
を
定
め
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で

す
。

問

改
正
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答

令
和
３
年
度
は
１
億
１
０
０

０
万
円
ほ
ど
財
源
が
不
足
す
る
た

め
、
保
険
料
を
14
・
７
％
増
額
す

る
。
主
な
改
正
内
容
は
次
の
表
Ⅰ

の
と
お
り
で
あ
る
。

問

低
所
得
者
へ
の
保
険
料
の
軽

減
は
あ
る
の
か
。

答

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

問

第
８
期
か
ら
の
展
望
に
つ
い

て
伺
う
。

答

通
所
等
が
年
々
伸
び
て
お
り
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
到
達
す
る

２
０
２
５
年
問
題
も
あ
り
、
介
護

認
定
が
増
加
す
る
と
給
付
費
が
伸

び
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も

認
定
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
や
体
操
教

室
な
ど
介
護
度
が
上
が
ら
な
い
よ

う
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
伸
び
を

抑
え
て
い
き
た
い
。

主
な
改
正
内
容

基
準
額　
月
額
６
６
６
９
円

８
５
３
円
の
増
額

問

国
の
負
担
割
合
を
増
や
す
よ

う
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。
不

足
す
る
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
繰

入
れ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

介
護
保
険
の
費
用
は
、
公
費

（
国
が
25
％
県
が
12
・
５
％
市
が

12
・
５
％
）
と
保
険
料
50
％
で
賄
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
法
定
負
担
割

合
を
超
え
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
は
公
平
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
適
当
で
は
な

い
と
し
て
い
る
。

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

賛
成
多
数　
可
決

所得段階 改正前 改正後 改正により増額
となる保険料

第 1段階 34,900 40,000 5,100
第 2段階 45,400 52,000 6,600
第 3段階 52,400 60,000 7,600
第 4段階 59,300 68,000 8,700
第 5段階 69,800 80,000 10,200
第 6段階 83,800 96,000 12,200
第 7段階 90,700 104,000 13,300
第 8段階 104,700 120,000 15,300
第 9段階 118,700 136,000 17,300

表Ⅰ

保険料段階 対　象　者

第１段階
生活保護受給者・老齢福祉年金
受給者で非課税世帯
40,000円　→　24,000円

第２段階
非課税世帯で課税年金収入＋
所得が80万円超120万円以下
52,000円　→　32,000円

第３段階
非課税世帯で課税年金収入＋
所得が120万円超
60,000円　→　56,000円

※第１～３段階の第１号被保険者について、公費を投入する
　ことにより保険料を軽減する措置があります。

（単位：円）
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議
案
第
17
号

曽
於
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

新
た
に
整
備
し
た
鳴
神
公
園
を

都
市
公
園
と
し
て
管
理
す
る
た
め

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
18
号

曽
於
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
２
年
度
公
営
住
宅
整
備
事

業
に
お
い
て
、
ビ
ュ
ー
テ
ラ
ス
桜
ヶ

丘
（
38
戸
）
を
建
設
し
た
こ
と
に

伴
い
関
連
す
る
規
定
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

問

入
居
予
定
戸
数
は
。

答　

現
在
桜
ヶ
丘
団
地
か
ら
の
再

入
居
が
19
戸
、
政
策
空
家
か
ら
の

入
居
が
２
戸
で
あ
る
。

意
見

残
り
17
戸
の
入
居
の
募
集

を
早
め
に
実
施
し
、
全
戸
入
居
と

な
る
よ
う
に
。

全
会
一
致　
可
決

議
案
第
19
号

曽
於
市
地
域
振
興
住
宅
条
例
の
一

部
改
正

令
和
２
年
度
に
次
の
地
域
振
興

住
宅
を
建
設
し
た
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

（
今
鶴　
治
信
委
員
長
）

補
正
第
13
号
分

【
財
部
地
区
の
宅
地
分
譲
整
備
事
業
】

問

現
在
の
状
況
は
。

答

開
発
行
為
・
農
地
転
用
の
許

可
待
ち
で
、
６
月
以
降
か
ら
工
事

に
入
り
令
和
３
年
度
末
で
完
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

【
古
民
家
再
生
事
業
】

問

事
業
の
実
施
状
況
は
。

答

６
月
に
１
件
申
請
が
あ
っ
た

が
辞
退
さ
れ
、
11
月
に
も
１
件
あ
っ

た
が
取
下
げ
に
な
っ
た
。

【
塵
芥
収
集
及
び
運
搬
処
理
委
託
料
】

問

１
２
０
２
万
６
０
０
０
円
の

減
額
の
理
由
は
。

答

財
部
地
区
の
委
託
料
に
つ
い

て
、
２
者
に
よ
る
入
札
の
結
果
に

よ
る
も
の
が
主
で
あ
る

補
正
第
14
号
分

【
経
済
対
策
配
布
型
商
品
券
事
業

（
第
２
弾
）】

問

配
布
す
る
商
品
券
の
形
態
は
。

答

前
回
は
大
型
店
の
利
用
が

多
か
っ
た
た
め
、
今
回
は
地
元
店

と
飲
食
店
に
限
定
し
た
５
０
０
円

券
５
枚
と
全
店
で
利
用
で
き
る

補
正
予
算

議
案
第
23
号

令
和
２
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
13
号
）

補
正
後
予
算

総
額　
３
４
３
億
７
４
１
万
円

歳
入
は
、
交
付
額
の
確
定
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
追
加
や
事
業
費

の
執
行
見
込
み
に
よ
る
県
支
出
金

及
び
市
債
、
財
源
調
整
に
よ
る
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
額
が
主

な
も
の
で
あ
り
、
歳
出
に
つ
い
て

は
事
業
費
の
確
定
及
び
執
行
見
込

み
に
よ
る
も
の
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
各
種
事
業

の
中
止
等
に
伴
う
減
額
や
現
年
発

生
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
の

追
加
が
主
な
も
の
で
、
13
億
９
１

２
８
万
円
の
減
額
で
す
。

議
案
第
37
号

令
和
２
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
14
号
）

補
正
後
予
算

総
額　
３
４
６
億
５
３
５
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
経
済
支
援
対
策
に
よ
る
増

と
財
源
組
替
が
主
な
も
の
で
、
２

億
９
７
９
３
万
円
の
追
加
で
す
。

大隅　鳴神公園

１棟５階建て・38戸のビューテラス桜ヶ丘住宅

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

住宅名　 戸数 地区名

原口西団地 ２ 末吉町深川

見帰団地 １ 末吉町南之郷

恒吉団地 １ 大隅町恒吉

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

11 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



５
０
０
円
券
５
枚
の
２
種
類
の
商

品
券
を
発
行
す
る
。

【
市
役
所
・
各
支
所
庁
舎
管
理
費
】

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
導
入
す
る
サ
ー
マ
ル
カ

メ
ラ
等
の
設
置
予
定
は
い
つ
か
。

答　

４
月
中
旬
に
入
札
予
定
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
設
置
し
た
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
渕
合　
昌
昭
委
員
長
）

補
正
第
13
号
分

【
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
】

問

８
２
８
万
９
０
０
０
円
の
減

額
の
理
由
は
。

答

令
和
元
年
度
は
月
平
均
５
０

６
人
が
利
用
し
て
い
た
が
、
今
年

度
は
91
人
減
少
し
、
主
な
要
因
は
、

入
院
や
施
設
入
所
に
よ
る
減
少
で

あ
る
。

【
末
吉
幼
児
学
園
運
営
費
】

問

幼
児
学
園
の
現
状
は
。

答

深
川
幼
児
学
園
が
令
和
２
年

度
か
ら
廃
止
し
て
お
り
、
現
在
の

入
園
者
数
は
高
岡
幼
児
学
園
３
人
、

檍
幼
児
学
園
９
人
、
諏
訪
幼
児
学

園
46
人
で
あ
る
。

問

３
園
の
経
営
状
況
は
。

答

３
園
か
ら
毎
月
報
告
を
受
け

て
お
り
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
保

育
料
の
無
償
化
が
始
ま
り
、
親
の

共
働
き
世
帯
が
多
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

等
に
預
け
る
傾
向
が
高
ま
り
、
入

園
者
数
が
減
少
し
て
い
る
。

意
見

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い

て
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
存

続
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
奨
学
資
金
管
理
費
】

問

奨
学
資
金
管
理
費
の
遅
延
損

害
金
に
つ
い
て
返
済
が
困
難
な
方

へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答

相
談
を
受
け
た
上
で
そ
の
方

の
状
況
に
合
わ
せ
た
形
で
延
期
や

分
納
な
ど
の
対
応
し
て
お
り
、
今

年
度
は
３
人
の
相
談
が
あ
っ
た
。

補
正
第
14
号
分

【
高
齢
者
向
け
マ
ス
ク
配
布
事
業
】

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た
め
に
、
市
内
の
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
１
人
50
枚
の

マ
ス
ク
を
配
布
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
配
布
の
提
案
は
ど
こ
か
ら
の

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
岩
水　
豊
委
員
長
）

補
正
第
13
号
分

【
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
管

理
費
】

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
大
幅
な
売
上
減
に

な
っ
た
た
め
歳
入
で
指
定
管
理
納

付
金
３
５
０
万
円
を
皆
減
し
、
歳

出
で
は
指
定
管
理
料
と
し
て
新
た

に
、
１
１
０
０
万
円
を
計
上
し
た

と
の
説
明
だ
が
、
支
援
の
根
拠
は

あ
る
か
。

答

基
本
協
定
・
年
度
協
定
に
よ

り
協
議
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
協

議
の
結
果
、
対
応
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

も
の
か
。

答

高
齢
者
見
守
り
訪
問
専
門
員

よ
り
、
高
齢
者
は
同
じ
マ
ス
ク
を

何
度
も
使
用
し
て
い
る
傾
向
が
あ

る
と
の
報
告
が
あ
り
、
新
し
い
も

の
に
替
え
て
感
染
予
防
対
策
を
し

て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業
】

問

空
調
設
置
工
事
は
ど
こ
の
学

校
で
実
施
す
る
の
か
。

答

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

学校名 理科室 特別支援教室

末吉中学校 ３ 1

大隅中学校 ２

財部中学校 １

財部小学校 １ 1

メセナ住吉交流センター
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【
現
年
発
生
農
地
・
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
費
】

問

大
内
田
頭
首
工
の
工
事
費
が

次
年
度
へ
の
組
替
と
な
っ
た
た
め
大

き
く
変
更
し
て
あ
る
が
、
事
業
の
完

成
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

答　

２
年
が
か
り
の
工
事
で
令
和

４
年
度
末
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
辺
地
対
策
事
業
・
過
疎
対
策
事
業

等
の
道
路
改
良
工
事
】

意
見

繰
越
明
許
費
と
し
て
毎
年

度
多
く
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初

予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
早
期
発
注
に
努
め
、
年
度

内
に
完
成
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
執

行
す
べ
き
で
あ
る
。

補
正
第
14
号
分

【
茶
消
費
拡
大
促
進
事
業
】

　

茶
消
費
拡
大
用
茶
葉
を
全
世
帯
に

配
布
す
る
こ
と
で
、
茶
農
家
の
支
援

を
図
る
も
の
で
す
。

【
経
済
対
策
有
機
堆
肥
配
布
事
業
】

　

令
和
３
年
５
月
以
降
に
実
施
す
る

た
め
、
本
年
度
は
農
家
の
需
要
を
把

握
す
る
た
め
の
通
信
運
搬
費
６
万
８

０
０
０
円
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
27
号

令
和
２
年
度
曽
於
市
生
活
排
水
処
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

事
業
費
の
確
定
及
び
執
行
見
込
み

に
よ
る
増
減
が
主
な
も
の
で
す
。

問

浄
化
槽
市
町
村
設
置
型
事
業

で
、
新
規
の
浄
化
槽
設
置
は
令
和
３

年
度
末
ま
で
の
事
業
で
あ
る
が
、
今

後
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

答　

末
吉
町
・
大
隅
町
と
同
じ
く

個
人
設
置
型
合
併
浄
化
槽
に
助
成
す

る
。補

正
予
算
　
令
和
3
年
度

議
案
第
38
号

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

補
正
後
予
算

総
額　
２
６
９
億
４
７
１
２
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
伴
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
経

費
の
追
加
及
び
有
機
堆
肥
無
償
配
布

に
伴
う
財
産
売
払
収
入
の
減
が
主
な

も
の
で
、
７
２
１
２
万
円
の
追
加
で

す
。

【
有
機
堆
肥
無
償
配
布
事
業
】

問

有
機
堆
肥
の
配
布
の
方
法
や

申
請
期
限
等
再
度
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

令
和
３
年
８
月
か
ら
介
護
保
険
の

利
用
者
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

に
支
給
さ
れ
る
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
や
、
介
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る

被
保
険
者
の
食
費
・
居
住
費
に
関
す

る
補
足
給
付
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る

な
ど
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、
特
に

現
役
並
み
所
得
者
の
本
人
負
担
額
が

大
き
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
今
後
も
高

齢
化
が
進
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
利
用
者
負
担
の
増
加
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
制
限
に
つ
な
が
る
も
の

で
、
そ
れ
に
伴
い
、
要
支
援
・
要
介

護
認
定
者
や
認
知
症
高
齢
者
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
、
老
老
介
護
世
代

な
ど
支
援
が
必
要
な
方
が
ま
す
ま
す

増
加
し
、
多
様
化
す
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も

の
で
す
。

発
議
者　
松
ノ
下
い
ず
み　
他
４
名

答

農
家
の
意
見
・
要
望
を
取
り
入

れ
な
が
ら
再
検
討
す
る
。

【
曽
於
市
観
光
協
会
補
助
金
】

問

曽
於
市
観
光
協
会
補
助
金
で

の
人
件
費
と
総
務
費
の
人
件
費
で
二

重
計
上
を
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

の
市
長
の
見
解
は
。

答

人
件
費
の
問
題
は
申
し
訳
な

い
と
考
え
て
い
る
。

発
議

発
議
第
１
号

曽
於
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

発
議
第
２
号

曽
於
市
議
会
全
員
協
議
会
規
程
の
制
定

発
議
者　
迫  

杉
雄　
他
６
名

地
方
議
会
議
員
の
本
会
議
や
委
員

会
へ
の
欠
席
事
由
及
び
請
願
に
関
す

る
押
印
の
規
定
の
改
正
並
び
に
地
方

自
治
法
第
１
０
０
条
第
12
項
の
規
定

に
よ
る
協
議
等
の
場
と
し
て
、
曽
於

市
議
会
全
員
協
議
会
を
会
議
規
則
に

規
定
す
る
こ
と
か
ら
、
現
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
た
め
、
提
案
す
る

も
の
で
す
。

発
議
第
４
号

介
護
保
険
制
度
の
改
革
を
求
め
る
意

見
書
案

提
出

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・

総
務
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決
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議決結果一覧
土屋議員は議長のため、表決には参加しない。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため、賛成者以外
（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議案名　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

重
久　

昌
樹

松
ノ
下
い
ず
み

鈴
木　

栄
一

岩
水　

豊

渕
合　

昌
昭

宮
迫　

勝

今
鶴　

治
信

九
日　

克
典

伊
地
知
厚
仁

原
田
賢
一
郎

山
田　

義
盛

大
川
内
冨
男

渡
辺　

利
治

海
野　

隆
平

久
長
登
良
男

谷
口　

義
則

迫　

杉
雄

徳
峰　

一
成

結　
果

議
　　　
案

第9号 曽於市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成16
反対 2

第14号 曽於市介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 賛成17
反対 1

第30号 令和３年度曽於市一般会計予算 ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ 賛成11
反対 7

第30号 令和３年度曽於市一般会計予算修正案 ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● 賛成 7
反対 11

第32号 令和３年度曽於市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 賛成16
反対 2

第33号 令和３年度曽於市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 賛成17
反対 1

区分 番号 議案名

議
　　　
案

第 4号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定

第 5号 曽於市議会議員及び曽於市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に
関する条例の制定

第 6号 曽於市被災者生活再建支援資金貸付基金条例の制定

第 7号 曽於市災害対策援護資金貸付条例の一部改正

第 8号 曽於市宅地関連等災害復旧事業基金条例の制定

第10号 曽於市国民健康保険税条例の一部改正

第11号 曽於市手数料条例の一部改正

第12号 曽於市国民健康保険給付支払準備基金設置条例の一部改正

第13号 曽於市国民健康保険条例の一部改正

第15号 曽於市中山間ふるさと・水と土保全基金条例の廃止

第16号 曽於市道路占用料徴収条例の一部改正

第17号 曽於市都市公園条例の一部改正

私はこう判断しました

全会一致で可決した議案
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区分 番号 議案名

議
　　　
案

第18号 曽於市営住宅条例の一部改正

第19号 曽於市地域振興住宅条例の一部改正

第20号 押印の省略に伴う総務常任委員会所管の関係条例の整理に関する条例の制定

第21号 曽於市立学校職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正

第22号 押印の省略に伴う建設経済常任委員会所管の関係条例の整理に関する条例の制定

第23号 令和２年度曽於市一般会計補正予算（第 13号）

第24号 令和２年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

第25号 令和２年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

第26号 令和２年度曽於市介護保険特別会計補正予算（第５号）

第27号 令和２年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正予算（第４号）

第28号 令和２年度曽於市水道事業会計補正予算（第５号）

第29号 令和２年度曽於市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

第31号 令和３年度曽於市国民健康保険特別会計予算

第34号 令和３年度曽於市生活排水処理事業特別会計予算

第35号 令和３年度曽於市水道事業会計予算

第36号 令和３年度曽於市公共下水道事業会計予算

第37号 令和２年度曽於市一般会計補正予算（第 14号）

第38号 令和３年度曽於市一般会計補正予算（第１号）

発
議

第 1号 曽於市議会会議規則の一部改正

第 2号 曽於市議会全員協議会規程の制定

第 3号 曽於市議会委員会条例及び政務活動費の交付に関する条例の一部改正

第 4号 介護保険制度の改革を求める意見書案

新型コロナウイルス感染症対策に伴う議会傍聴へのご協力のお願い
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、感染拡大防止の観点から本会議の傍聴にお越し
の際は、入室時に手指消毒及びマスクの着用にご協力ください。
（風邪の症状や身体に不調がある場合は入室をご遠慮ください。）

15 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。




